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市
民
の
皆
さ
ま
、
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
は
、
無
投
票
と
い
う
形
で
３
期
目
の
市
政
運
営
を
担
当
さ
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
身
を
引
き
締
め
て
市
勢
発
展
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

　

い
ま
日
本
は
、
少
子
高
齢
化
社
会
の
急
速
な
進
展
と
人
口
減
少
と
い
う
大
き

な
課
題
に
直
面
し
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
本
市
に
お
い
て
も
同
様
で
す
。
そ

こ
で
、
２
０
６
０
年
に
は
３
万
人
を
割
る
と
推
計
さ
れ
て
い
る
本
市
の
人
口
減

少
に
歯
止
め
を
か
け
、
将
来
に
向
け
て
活
力
あ
る
南
国
市
を
築
き
、
４
万
人
を

維
持
し
て
い
く
た
め
の
「
南
国
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
を

昨
年
９
月
に
策
定
し
ま
し
た
。
こ
の
総
合
戦
略
の
実
現
を
目
指
し
て
、
市
民
の

皆
さ
ま
の
お
知
恵
も
お
借
り
し
な
が
ら
、
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る
た
め
に
は
、
子
育
て
環
境
の
充
実
を
図
り
、

出
生
率
を
上
げ
る
と
と
も
に
、
若
い
世
代
の
方
々
に
「
住
ん
で
み
た
い
」、「
住

み
続
け
た
い
」
と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
「
住
み
よ
い
ま
ち
」
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
産
業

振
興
や
企
業
誘
致
な
ど
に
よ
り
働
く
場
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
子
育
て
世
代

の
経
済
的
負
担
を
軽
減
で
き
る
よ
う
に
努
め
ま
す
。
同
時
に
、
防
災
対
策
の
さ

ら
な
る
推
進
と
住
環
境
の
整
備
、
ま
た
健
康
づ
く
り
や
教
育
文
化
の
施
策
の
充

実
を
進
め
、
さ
ら
に
若
い
世
代
ば
か
り
で
な
く
市
民
全
体
の
負
担
軽
減
を
図
り
、

市
民
の
皆
さ
ま
だ
れ
も
が
安
心
し
て
心
豊
か
に
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
ま
ち
づ

く
り
を
、
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で
効
率
的
か
つ
効
果
的
に
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト

の
両
面
か
ら
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

今
後
と
も
市
政
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
今
年
一

年
が
市
民
の
皆
さ
ま
に
と
り
ま
し
て
、
幸
多
き
年
と
な
り
ま
す
よ
う
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
し
て
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

 

南
国
市
長
　
橋
詰
　
壽
人 

　

1
１
日　

第
50
回
瓶
岩
マ
ラ
ソ
ン
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
ラ
ス
ト
ラ
ン
）

３
日　

成
人
式

４
日　

体
育
始
め

４
日　

消
防
出
初
め
式

2
１
日　

南
国
市
駅
伝
競
走
大
会

１
日　

国
分
川
の
シ
バ
焼
き

３
日　

地
域
安
全
祈
願
・
節
分
ま
つ
り

11
日　

南
国
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

15
日　

高
知
龍
馬
マ
ラ
ソ
ン

28
日　

県
道
高
知
空
港
イ
ン
タ
ー
線
開
通

3
８
日　

舟
入
川
・
藻
川
一
斉
清
掃

22
日　

高
知
東
部
自
動
車
道

　
　
　
　
　
　
　
　

高
知
南
国
道
路
開
通

29
日　

貫
之
さ
く
ら
ま
つ
り

29
日　

風
の
市
ま
つ
り

4

8
１
日　

土
佐
の
ま
ほ
ろ
ば
祭
り

１
～
３
日　

国
分
川
ふ
れ
あ
い
七
夕
祭
り

２
日　

耐
震
性
貯
水
槽
を
活
用
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

給
水
訓
練

７
日　

か
ら
く
り
半
蔵
垣
内

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ロ
ボ
ッ
ト
選
手
権

15
日　

岡
豊
山
の
夏
祭
り

23
日　

掩
体
コ
ン
サ
ー
ト

9
１
日　

南
国
市
震
災
訓
練

１
日　

金
婚
夫
婦
祝
福
式
典

４
日　

中
学
生
英
語
弁
論
大
会

５
日　

青
少
年
健
全
育
成
大
会

28
日　

南
国
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

　
　
　
　
　
　
　
　

創
生
総
合
戦
略
策
定

10
2015

１
年
を

　
振
り
返
る

１
年
を

　
振
り
返
る
20152015

7
10
日　

南
国
警
察
署
・
南
国
消
防
署

　
　
　
　
　
　
　
　

合
同
水
難
救
助
訓
練

10
日
～
17
日　

人
権
パ
ネ
ル
展

12
日　

海
岸
一
斉
清
掃

12
日　

物
部
川
一
斉
清
掃

19
日　

消
防
団
注
水
競
技
大
会

あけましておめでとうございますあけましておめでとうございます

安
心
し
て
暮
ら
せ
る

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
新
春
を
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
心
よ
り
お
喜
び

を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

政
府
は
「
地
方
創
生
戦
略
」
を
掲
げ
、
少
子
高
齢
化
や
人
口
減
少
に
よ
る
地

方
の
荒
廃
を
防
ぎ
、
全
て
の
人
が
活
躍
で
き
る
社
会
の
実
現
を
目
指
す
と
し
て

お
り
ま
す
。
南
国
市
に
お
い
て
も
、
昨
年
９
月
に
「
南
国
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
を
策
定
し
、
雇
用
の
創
出
や
子
育
て
支
援
に
よ
り
若
者

が
安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
育
て
る
こ
と
の
で
き
る
環
境
づ
く
り
、
防
災
対
策

を
進
め
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
み
、
２
０
６
０
年

に
人
口
４
万
人
を
維
持
す
る
目
標
を
掲
げ
ま
し
た
。
市
議
会
と
し
ま
し
て
も
、

市
民
の
皆
さ
ま
の
声
を
お
聴
き
し
な
が
ら
、
着
実
な
実
現
に
向
け
て
全
力
で
取

り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
負
託
に
応
え
る
べ
く
、
市
民
福
祉
の
向
上
と

本
市
の
発
展
に
向
け
て
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
本
年
も
よ
り
一
層
の
ご

支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

年
頭
に
あ
た
り
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
心
よ
り
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
し
て
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

南
国
市
議
会
議
長
　
西
岡
　
照
夫  

　

4
４
・
５
日　

岡
豊
山
さ
く
ら
ま
つ
り

　
　
　
　
　
　

土
佐
の
食
１
グ
ラ
ン
プ
リ

５
日　

白
木
谷
・
八
京
た
け
の
こ
祭
り

10
日　

庁
舎
耐
震
工
事
完
成
式

12
日　

県
議
会
議
員
選
挙

15
日　

第
１
回
南
国
市
総
合
教
育
会
議

28
日　

第
１
回
南
国
市
行
政
計
画
審
議
会

5
３
日　

長
宗
我
部
元
親
飛
翔
之
像

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

建
立
記
念
式
典

10
日　

後
免
町
防
災
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　

セ
ン
タ
ー
落
成
式
典

16
日　

長
宗
我
部
フ
ェ
ス

19
日　

四
国
市
長
会
議

6
６
日　

エ
ン
コ
ウ
祭

７
日　

市
内
一
斉
清
掃

７
日　

稲
生
び
わ
・
も
も
祭
り

10
１
日　

国
勢
調
査
基
準
日

10
・
11
日　

南
国
市
文
化
祭

11
日　

白
木
谷
・
八
京
四
方
竹
祭
り

11
日　

市
議
会
議
員
選
挙

17
日　

空
の
日
イ
ベ
ン
ト

31
日　

図
書
館
ま
つ
り

31
日　

土
佐
日
記
つ
ら
ゆ
き
時
代
ま
つ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
～
11
月
１
日
）

11
３
日　

市
民
賞
授
与
式

８
日　

な
ん
こ
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
Ｄ
Ａ
Ｙ

20
日　

技
能
功
労
者
表
彰
式

22
日　

国
分
川
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
＆
芋
煮
会

12
７
日　

河
野
防
災
担
当
大
臣

　
　
　
　
　
　
　

大
湊
小
南
タ
ワ
ー
視
察

13
～
20
日　

美
術
展
覧
会

19
日　

健
康
な
ん
こ
く

　
　
　
　
　
　
　
　

☆
き
ら
り
☆
フ
ェ
ア

新 春 あ い さ つ新 春 あ い さ つ

市
民
の
皆
さ
ま
と
と
も
に

よ
り
よ
い
南
国
市
を
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　橋詰壽人市長は、各議案の提案説明に先立ち、「政
府が交渉を進めてきた、環太平洋経済連携協定（Ｔ
ＰＰ）は、10月５日に参加12カ国との間で大筋合
意に至り、コメ、小麦など重要５品目、いわゆる

『聖域』についても、輸入枠設定や関税の大幅削減
が約束されました。安倍首相は、大筋合意を受けて、

『生産者が安心して再生産に取り組むことができる
ように、万全の対策を実施していく』と述べ、日
本の農業をしっかり守っていく姿勢を示しました。
一方で、『ＴＰＰをピンチでなく、チャンスにして
いかなければならない』とも述べています。本協
定は、国民生活や経済活動の幅広い分野で大きな
影響を及ぼすことが懸念されています。特に、第
一次産業を基幹産業とする高知県や本市には、産
業振興に大きな影響を与える問題です。国には、
日本の農業をしっかりと守りつつ、同時に集約化
や高付加価値化を通じた競争力向上の制度設計に

より、地域経済を発展させる施策を進めていくこ
とを期待します。社会保障・税番号制度については、
本年10月５日にマイナンバー法が施行されました。
11月中旬以降、個人番号通知カードが市民の皆さ
まに送付されていますが、不在などで返戻された
通知カードは、早期に市民の皆さまにお届けでき
るよう努めます。来年１月からは市役所でも、個
人番号を申請書類に書いていただく手続きが始ま
ります。法施行後、全国で個人番号に係る事務処
理の誤りなど、さまざまな問題が発生しています
が、市民の皆さまに安心していただけるよう、個
人番号をはじめ、個人情報の管理について、今後
も細心の注意を払い、番号制度が市民の皆さまの
利便性向上につながるよう、取り組みます。」と述
べた後、主要な課題について報告しました。

（内容はあらましです）

12月８日第387回　市議会定例会

市  政  報  告市  政  報  告議 会12 月

　

避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル

　

の
作
成

大
規
模
災
害
対
策

　

日
章
福
祉
交
流
セ
ン
タ
ー
の
避

難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
案
が
作
成

さ
れ
た
た
め
、
10
月
18
日
に
同
セ

ン
タ
ー
で
、
日
章
地
区
な
ど
の
住

民
が
参
加
し
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
案
の

説
明
を
受
け
た
後
、
避
難
所
で
の

受
付
や
避
難
所
で
起
こ
り
得
る
事

案
を
疑
似
体
験
し
ま
し
た
。
参
加

者
か
ら
の
意
見
を
踏
ま
え
、
地
域

の
避
難
所
準
備
委
員
会
で
検
討
し
、

マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
り
上
げ
て
い
き

ま
す
。
今
後
も
、
避
難
所
運
営
の

マ
ニ
ュ
ア
ル
づ
く
り
を
進
め
、
地

域
の
防
災
力
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

　

住
宅
耐
震
化
の
促
進

　

住
宅
耐
震
化
促
進
事
業
の
本
年

度
の
実
施
状
況
は
、
10
月
末
現
在

で
耐
震
診
断
を
実
施
し
た
住
宅
が

50
棟
、
耐
震
工
事
に
至
っ
た
住
宅

が
32
棟
と
な
っ
て
い
ま
す
。
９
月

か
ら
は
大
埇
地
区
で
、
市
職
員
と

建
築
士
な
ど
に
よ
る
戸
別
訪
問
を

開
始
し
、
住
宅
耐
震
改
修
の
必
要

性
や
支
援
制
度
な
ど
に
つ
い
て
説

明
し
、
耐
震
改
修
の
実
施
率
の
向

上
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

合
同
訓
練
の
実
施

　

９
月
19
日
、
20
日
に
、
本
市
を

会
場
と
し
て
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震

な
ど
の
発
生
時
に
備
え
、
高
知
県

緊
急
消
防
援
助
隊
受
援
・
応
援
合

同
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。
県
内

15
消
防
本
部
、
市
災
害
対
策
本
部
、

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
含
む
25
機

関
330
名
の
参
加
に
よ
り
、
応
援
要

請
訓
練
、
野
営
訓
練
・
救
助
訓
練

な
ど
の
各
部
隊
に
よ
る
連
携
活
動

を
実
施
し
、
緊
急
消
防
援
助
隊
高

知
県
隊
編
成
時
に
お
け
る
派
遣
隊

員
の
充
実
お
よ
び
受
援
力
の
強
化

を
図
り
ま
し
た
。

　

防
災
教
育
の
推
進

　

実
践
的
防
災
教
育
推
進
事
業
の

県
の
指
定
校
で
あ
る
奈
路
小
学
校

が
、
12
月
１
日
に
「
防
災
教
育
講

演
会
」
を
開
催
し
、
姉
妹
都
市
・

岩
沼
市
と
の
交
流
事
業
に
参
加
し

た
児
童
の
発
表
や
、
防
災
教
育
の

実
践
報
告
を
行
い
ま
し
た
。
今
後

も
学
校
を
核
と
し
た
地
域
ぐ
る
み

の
防
災
教
育
の
推
進
に
努
め
ま
す
。

　

高
知
高
専
の
開
発
ア
プ
リ
が

　

｢

内
閣
総
理
大
臣
賞｣

を
受
賞

　

高
知
工
業
高
等
専
門
学
校
が
開

発
し
た
津
波
避
難
タ
ワ
ー
安
否
確

認
ア
プ
リ
「
つ
な
が
っ
タ
ワ
ー
」

は
、
本
市
と
の
連
携
事
業
に
掲
げ

て
い
ま
す
が
、
そ
の
実
用
性
・
完

成
度
の
高
さ
が
評
価
さ
れ
、
「
も

の
づ
く
り
日
本
大
賞
」
の
「
内
閣

総
理
大
臣
賞
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
「
全
国
高
等
専
門
学
校
第

25
回
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
コ
ン
テ
ス

ト
」
の
「
最
優
秀
賞
」
に
次
ぐ
受

賞
と
な
り
ま
す
。

　

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
実
施

第
４
次
総
合
計
画

　

平
成
28
年
度
か
ら
の
第
４
次
総

合
計
画
の
策
定
状
況
は
、
11
月
12

日
、
南
国
市
行
政
計
画
審
議
会
に

素
案
を
諮
り
、
審
議
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
12
月
１
日
か
ら
28
日

ま
で
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実

施
し
て
お
り
、
今
後
、
素
案
に
対

す
る
同
審
議
会
で
の
意
見
や
、
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
に
よ
る
市
民

の
皆
さ
ま
か
ら
の
意
見
を
参
考
に

し
、
最
終
案
を
ま
と
め
、
１
月
下

旬
に
同
審
議
会
に
諮
り
ま
す
。

　

２
月
に
速
報
集
計
を
公
表

平
成
27
年
国
勢
調
査

　

平
成
27
年
国
勢
調
査
は
、
世
帯

か
ら
回
収
し
た
調
査
書
類
を
審
査

し
、
11
月
末
に
県
へ
提
出
し
ま
し

た
。
今
回
か
ら
導
入
さ
れ
た
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
回
答
は
、
本
市
で
は

全
世
帯
数
の
３
割
程
度
で
し
た
。

人
口
・
世
帯
数
の
速
報
集
計
は
、

来
年
２
月
に
総
務
省
統
計
局
か
ら

公
表
さ
れ
ま
す
。
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新
た
に
２
名
の
隊
員
が
着
任

地
域
お
こ
し
協
力
隊

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
は
、
10
月

に
新
た
に
２
名
が
隊
員
と
し
て
着

任
し
、
合
計
３
名
の
地
域
お
こ
し

協
力
隊
が
活
動
を
始
め
ま
し
た
。

現
在
の
活
動
は
、
地
域
の
情
報
を

得
る
た
め
に
現
地
を
廻
り
、
地
域

活
動
団
体
な
ど
と
連
携
し
た
イ
ベ

ン
ト
の
支
援
な
ど
を
行
っ
て
い
ま

す
。
今
後
は
、
イ
ベ
ン
ト
の
支
援

に
と
ど
ま
ら
ず
、
隊
員
が
関
わ
っ

た
地
域
活
動
が
活
発
化
し
、
継
続

で
き
る
仕
組
み
づ
く
り
を
地
域
と

と
も
に
進
め
ま
す
。

　

特
定
健
診
受
診
の
推
進

生
活
習
慣
病
予
防

　

平
成
26
年
度
の
特
定
健
診
受
診

率
は
33
・
２
％
で
、
前
年
度
よ
り

2.6
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
ま
し
た
。
12

月
19
日
に
は
「
健
康
な
ん
こ
く
☆

き
ら
り
☆
フ
ェ
ア
２
０
１
５
」
を

開
催
し
、
健
康
づ
く
り
と
医
療
費

の
適
正
化
に
つ
い
て
、
市
民
の
皆

さ
ま
の
ご
理
解
を
い
た
だ
く
機
会

と
し
て
、
生
活
習
慣
病
予
防
の
た

め
の
特
定
健
診
の
受
診
勧
奨
を
行

い
ま
す
。

　

妊
婦
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
の
実
施

育
児
支
援
対
策

　

昨
年
９
月
よ
り
、
妊
娠
中
か
ら

の
支
援
と
し
て
、
Ｊ
Ａ
高
知
病
院

の
看
護
師
、
助
産
師
、
小
児
科
医

お
よ
び
市
と
の
間
で
、
妊
産
婦
の

情
報
共
有
を
行
い
、
支
援
の
役
割

分
担
と
相
互
の
連
携
を
図
る
た
め
、

「
妊
婦
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
」
を
毎

月
１
回
実
施
し
て
い
ま
す
。
本
年

８
月
現
在
で
妊
婦
128
人
、
産
婦
45

人
に
つ
い
て
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
を

行
い
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
相

互
の
信
頼
関
係
が
生
ま
れ
、
早
期

か
ら
受
診
状
況
の
把
握
が
可
能
と

な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
医
療
と

地
域
の
双
方
が
協
力
し
、
注
意
を

要
す
る
妊
産
婦
を
把
握
し
、
早
期

の
育
児
支
援
対
策
を
図
り
ま
す
。

　

助
産
師
に
よ
る
乳
児
家
庭
の

　

全
戸
訪
問
を
実
施

　

本
年
４
月
か
ら
助
産
師
に
よ
る

乳
児
家
庭
の
全
戸
訪
問
事
業
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、

里
帰
り
で
不
在
の
方
や
病
院
管
理

の
方
を
除
き
、
ほ
ぼ
出
産
後
２
カ

月
以
内
に
訪
問
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
、
早
期
に
支
援
の
必
要
な
家

庭
の
把
握
が
可
能
と
な
っ
て
い
ま

す
。
今
後
も
適
切
な
サ
ー
ビ
ス
提

供
に
結
び
つ
け
る
こ
と
で
、
地
域

で
子
ど
も
が
健
や
か
に
育
つ
こ
と

が
で
き
る
環
境
整
備
を
進
め
ま
す
。

　

粗
大
ご
み
の
受
け
入
れ
開
始

廃
棄
物
処
理

　

11
月
か
ら
粗
大
ご
み
の
受
入
事

業
を
開
始
し
ま
し
た
。
布
団
や
家

具
な
ど
の
粗
大
ご
み
は
、
従
来
は
、

規
定
の
大
き
さ
に
分
解
・
破
壊
し
、

素
材
ご
と
に
分
別
し
て
排
出
す
る

必
要
が
あ
り
ま
し
た
が
、
受
入
事

業
の
開
始
に
よ
り
、
粗
大
ご
み
を

処
分
場
に
そ
の
ま
ま
持
ち
込
む
こ

と
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。
今
後

も
廃
棄
物
処
理
の
利
便
性
の
向
上

と
、
負
担
の
軽
減
に
向
け
た
取
り

組
み
を
進
め
ま
す
。

　

棚
田
で
の
稲
刈
り
体
験

米
づ
く
り
親
子
セ
ミ
ナ
ー

　

上
倉
地
区
の
棚
田
で
、
第
19
回

米
づ
く
り
親
子
セ
ミ
ナ
ー
の
稲
刈

り
体
験
が
10
月
５
日
に
行
わ
れ
ま

し
た
。
本
年
度
は
、
後
免
野
田
小

学
校
・
三
和
小
学
校
の
５
年
生
の

児
童
と
保
護
者
が
６
月
の
田
植
え

に
続
い
て
、
黄
金
色
に
実
っ
た
稲

穂
を
丁
寧
に
鎌
で
刈
り
取
り
、
収

穫
の
喜
び
を
体
感
し
ま
し
た
。
食

育
と
地
産
地
消
の
モ
デ
ル
事
業
と

し
て
高
知
県
や
南
国
市
中
山
間
地

域
活
性
化
推
進
協
議
会
等
と
と
も

に
、
来
年
度
以
降
も
事
業
の
継
続

を
図
り
ま
す
。

　

ま
ほ
ろ
ば
畑
が

　

５
周
年
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

農
家
レ
ス
ト
ラ
ン

　

農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
・
ま
ほ
ろ
ば

畑
は
、
10
月
13
日
に
５
周
年
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。
５
年
目

も
好
評
を
得
な
が
ら
高
い
集
客
数

を
維
持
し
て
お
り
、
今
後
も
引
き

続
き
、
ま
ほ
ろ
ば
畑
の
充
実
に
向

け
て
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

　

本
市
か
ら
２
頭
が
参
加

全
日
本
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
共
進
会

　

10
月
23
日
か
ら
第
14
回
全
日
本

ホ
ル
ス
タ
イ
ン
共
進
会
が
北
海
道

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
高
知
県
か

ら
は
３
頭
、
う
ち
２
頭
が
南
国
市

か
ら
参
加
し
、
乳
牛
改
良
の
成
果

や
酪
農
に
か
け
る
思
い
を
発
表
し
、

全
国
レ
ベ
ル
の
乳
牛
と
乳
器
な
ど

の
優
劣
を
競
い
ま
し
た
。

　

３
市
連
携
で
「
物
部
川
流
域

　

フ
ェ
ス
タ
」
を
開
催

観
光
イ
ベ
ン
ト

　

９
月
27
日
に
、
本
市
、
香
南
市
、

香
美
市
の
商
工
会
お
よ
び
観
光
協

会
が
中
心
と
な
り
、
香
南
市
の
天

然
色
劇
場
で
「
物
部
川
の
恵
み
」

を
テ
ー
マ
に
「
物
部
川
流
域
フ
ェ

ス
タ
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
物
部

川
流
域
の
３
市
が
官
民
合
同
で
行

う
初
の
集
客
イ
ベ
ン
ト
で
、
今
後

も
こ
う
し
た
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
、

３
市
に
お
け
る
観
光
の
連
携
強
化

を
図
り
ま
す
。

　

本
年
度
、
ニ
ー
ズ
調
査
を
実
施

第
２
次
地
域
福
祉
計
画

　

平
成
29
年
度
か
ら
５
カ
年
の
計

画
期
間
で
あ
る
「
第
２
次
南
国
市

地
域
福
祉
計
画
」
は
、
本
年
度
中

に
、
ニ
ー
ズ
調
査
お
よ
び
調
査
結

果
の
分
析
を
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、

本
計
画
は
南
国
市
社
会
福
祉
協
議

会
の
策
定
す
る
「
南
国
市
地
域
福

祉
活
動
計
画
」
と
一
体
的
に
策
定

し
ま
す
。

　

国
府
小
学
校
児
童
に
よ
る

　

土
佐
日
記
朗
読
奉
納

土
佐
日
記
門
出
の
ま
つ
り

　

11
月
１
日
に
、
第
32
回
土
佐
日

記
門
出
の
ま
つ
り
が
紀
貫
之
邸
跡
、

古
今
集
の
庭
で
開
催
さ
れ
、
国
府

小
学
校
児
童
に
よ
る
土
佐
日
記
朗

読
奉
納
な
ど
、
土
佐
日
記
を
記
し

た
紀
貫
之
卿
を
し
の
ぶ
と
と
も
に
、

そ
の
功
績
が
顕
彰
さ
れ
ま
し
た
。
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美 術 展 覧 会南 国 市 
　12月13日から20日までの８日間、第55回南国市美術展覧会がスポーツセンターで
開催されました。
　厳正な審査の結果、一般の部では、７部門209点の作品の中から、特選８点、褒状
11点、奨励賞20点、入選141点が選ばれました。
　また、幼児・児童・生徒の部では、８部門11,629点の作品の中から、特選417点、
入選3,687点が選ばれました。
※紹介は一般の部。各部門、特選作品の写真を掲載しています。（敬称略）

■
特
選

　

「
漁
村
の
一
隅
」

　

中
島
和
男
（
国
分
）

■
褒
状

　

中
谷
陽
子
（
高
知
市
）

　

藤
原
真
弓
（
香
南
市
）

■
奨
励
賞

　

河
崎
昭
子
（
大
埇
甲
）

　

小
藤
武
（
香
南
市
）

　

武
市
博
明
（
十
市
）

　

竹
中
千
代
美
（
国
分
）

■
審
査
員
／
笹
岡
義
彦

■
特
選

　

「
飛
」

　

筒
井
寿
子
（
大
埇
甲
）

　

「
梅
花
」

　

山
下
香
蘭
（
大
埇
甲
）

■
褒
状

　

小
笹
春
渓
（
大
埇
甲
）

　

窪
内
光
雪
（
大
埇
乙
）

　

山
岡
草
春
（
里
改
田
）

▼

「
梅
花
」　

山
下
香
蘭
（
大
埇
甲
）

洋
画

書
道

■
特
選

　

「
幾
何
文
陶
筥
」

　

久
川
創
（
国
分
）

■
褒
状

　

前
田
捷
子
（
大
埇
甲
）

■
奨
励
賞

　

原
裕
子
（
植
野
）

■
審
査
員
／
西
邨
滋

彫
塑
・
工
芸

「幾何文陶筥」

▲

　久川創（国分）

▲

「
漁
村
の
一
隅
」

　

中
島
和
男
（
国
分
）

▼

「
飛
」　

筒
井
寿
子
（
大
埇
甲
）

■
奨
励
賞

　

岩
原
翠
香
（
緑
ヶ
丘
）

　

坂
本
明
翠
（
小
籠
）

　

澤
谷
清
辰
（
大
埇
甲
）

　

島
内
秋
草
（
物
部
）

　

松
田
紅
嶺
（
愛
媛
県
西
予
市
）

　

森
田
史
子
（
上
末
松
）

　

森
知
美
香
（
駅
前
町
）

■
審
査
員
／
和
田
大
康
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美 術 展 覧 会
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南 国 市 

■
特
選

　

「
秋
霖
」

　

宮
地
幸
（
香
美
市
）

■
褒
状

　

岸
田
昌
親
（
香
南
市
）

　

藤
田
威
佳
志
（
物
部
）

■
奨
励
賞

　

杉
本
承
一
（
立
田
）

　

仙
頭
里
沙
（
岡
豊
町
中
島
）

　

永
澤
英
季
（
篠
原
）

　

濱
田
幸
雄
（
高
知
市
）

■
審
査
員
／
岩
崎
勇

　
　
　
　
　

反
田
浩
昭

写
真

■
特
選　

　

「
鶏
頭
」

　

山
岡
美
恵
子
（
駅
前
町
）

日
本
画

漫
画

デ
ザ
イ
ン

■
特
選

　

「
狐
」

　

窪
田
紘
子
（
岡
豊
高
校
）

■
褒
状

　

久
保
有
加
（
岡
豊
高
校
）

■
特
選

　

「
新
型
車
の
宣
伝
広
告
案（
正
面
）」

　

難
波
栄
行
（
岡
豊
高
校
）

■
褒
状

　

木
下
と
き
（
岡
豊
高
校
）

■
奨
励
賞

　

鎌
倉
加
奈
（
岡
豊
高
校
）

■
審
査
員
／
松
井
大
洲

▲「鶏頭」　山岡美恵子（駅前町）

▲　「狐」
　窪田紘子（岡豊高校）

▲「秋霖」宮地幸（香美市）

第 55 回

■
奨
励
賞

　

上
野
聖
佳
（
岡
豊
高
校
）

　

田
中
渉
理
（
岡
豊
高
校
）

　

戸
梶
彩
香
（
岡
豊
高
校
）

■
審
査
員
／
岩
神
義
宏

■
褒
状

　

曽
我
祝
子
（
十
市
）

■
審
査
員
／
市
川
雅
彦

▲「新型車の宣伝広告案（正面）」
　難波栄行（岡豊高校） 
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学校通信学校通信



広報なんこく１月号10

学校通信学校通信

●昭和37（1962）年開校、平成
23（2011）年で50周年を迎え
ました。
●全日制は機械・電子系の４学科、
定時制は機械科を設置しています。
●全国屈指の施設設備で、有能な技
術者を養成します。
●カリキュラムの変更により、多彩
な選択科目・習熟度別授業を行い、
進路希望に対応します。

高知東工業高校は
こんな学校！

１　生徒の進路保障100％をめざして
２　健康的で安全な学校づくりをめざして
３　魅力ある学校づくりをめざして
４　組織力の向上をめざして

経営ビジョン
１　ものづくりに興味・関心がある生徒
２　目的意識を持ち、その達成に努力のできる
　　生徒
３　生活習慣が確立され、社会常識的なマナー
　　をしっかり持っている生徒
４　学業と部活動に努力できる生徒

こんな生徒を待ってます！

学校行事も盛んです

バスケット部試合 開校記念綱引き大会 体育祭
ハンドボール部　　　
ドイツチームとの試合
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学校通信学校通信

機械に関する技術は、
工業・科学のあらゆ
る分野に必要不可欠
な基礎となる技術で
す。機械科では、講
義や実験・実習を通
じて、機械に関する
基礎的・基本的な知
識・技術を幅広く学
習します。さらに全
国的にも最先端のさ
まざまな工作機械群
を活用した実践的な
実習を行っています。
そして日々進歩する我が国の工業社会の変化に対応で
きる想像力・実践力に富んだ品格ある工業技術者の育
成を目指しています。

機械科
ＦＭＳ（無人化工場
モデル）実習をはじ
めさまざまな加工機
械の実習などを通し
て、最新の生産シス
テムなどの構築に必
要不可欠である、ネ
ットワーク技術を中
心とした情報処理技
術を学習します。ま
た生産工場の経営・
管理、さらに環境問
題についても学習し、
産業社会の進歩・複
合化に対応できる実践的技術者の育成を目指します。

機械生産システム科

本校には勤労青少年のため、定時制課程の機械科があります。教科
内容などは全日制機械科と同じです。卒業資格は全日制工業高校と
同等です。昼間は働きながら卒業資格と技術の修得を目指します。
●修業年限は４年または３年で、夜間（17時50分～20時55分）に授

業を行います。
●勤労学生には、夜食・教科書代の無償給与の制度があります。ま

た、各種奨学金・授業料免除などの制度もあります。

機械科定時制

電子科では、コンピ
ュータ・計測制御・
通信に関する技術の
習得を大きな目標と
しています。これら
を習得するために、
基礎から高度な知識
へと段階的に理解で
きるようなカリキュ
ラム構成となってい
ます。また、学習し
た内容にそって計画
的に実習を配置する
ことで、違った視点

から知識や技能の定着を図ります。さらに、資格の取
得にも力を入れており、第一種・第二種電気工事士試
験では、電気科に負けない実績を挙げています。第二
級陸上特殊無線技士の長期型養成課程の認定も受けて
います。

電子科
電子機械科では、電
気・電子・情報に関
すること、機械に関
することの両方を学
べ、先端技術につい
て実習を交えて学習
し、電子機械技術（メ
カトロニクス技術）
を習得できる学科で
す。産業界の技術改
革は、ロボット・Ｎ
Ｃ工作機械の導入で
自動化・省力化へと
急速に進展していま

す。これらの技術を兼ね備えた「電気のわかる機械技
術者」の育成を目指しているのが電子機械科です。

電子機械科
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（
親
子
ク
イ
ズ
）
土
佐
弁
が
分
か
ら
ず
、
近
所
の
大
家
さ
ん
に
聞
き
ま
し
た
。（
笑
）

市
民
か
ら
の
お
便
り

平和への誓いを新たに平和への誓いを新たに

　平成27年度南国市戦没者追悼式がアンジェ
ブランで開催されました。
　戦後70年の節目を迎え、戦没者遺族も高齢
になるなか、式典には約150名の遺族が参列
しました。
　遺族代表からは、現在の平和は、戦争の犠
牲となられた方々の祖国を思う願いが礎と
なっていることを深く胸に刻み、悲惨な事実、
遺族の思い、平和の尊さを次の世代に正しく
語り継ぐことが、自分たちの責務であるとの
追悼の言葉が述べられました。
　また、参列者全員が献花を行い、先の大戦
で亡くなられた方を追悼し、平和を祈念しま
した。

11／10　南国市戦没者追悼式

▲11／２　空飛ぶ野菜プロジェク
ト「空飛ブ八百屋」

　　　　　　　（高知龍馬空港）

▲11／１　地産地消ごめんの軽ト
ラ市　　　　（後免町商店街）

▲11／１　高知大学農学部教養講
座「庭の果樹に実が成らない、
どうして？」

　　　　　　（高知大学農学部）

▲11／７　高知大学農学部教養講
　座「炭を焼こう～炭焼き体験～」
　　　　　　（高知大学農学部）

▲11／１　土佐日記つらゆき時代
まつりの時代行列

　　　　　　　（後免町商店街）

▲11／６　青少年健全育成パレー
ド　　　　　　　（市内巡回）

▲11／８　高知オレンジリボンキ
　ャンペーン２０１５
　　　　　　（マルナカ南国店）

▲11／12　ひまわり・あとむ幼稚
　園幼年消防クラブ防火演奏
　　　　　　　（マルナカ南国店）

▲11／８　第18回なんこくボラン
　ティア DAY
　　　　　（社会福祉センター）
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（
親
子
ク
イ
ズ
）
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
面
白
い
で
す
。

市
民
か
ら
の
お
便
り

防災アプリで日本一 ! !防災アプリで日本一 ! !

　高知高専の学生チームが開発したスマートフォン
アプリ「つながっタワー」が、国の「第６回ものづ
くり日本大賞（内閣総理大臣賞）」を受賞したことを
市長に報告しました。
　このアプリには、安否情報送信機能などがあり、
これらの機能と無線ＬＡＮネットワークを組み合わ
せることで、災害時に携帯電話などがつながらない
場合でも、安否の情報などを簡単、迅速に通信する
ことができます。
　ものづくり日本大賞では、アプリの実用性と完成
度が極めて高い点が評価され、現在南国市でも、こ
のアプリを活用した安否確認システムの導入を進め
ています。

11 ／ 10　高知高専生が「第６回ものづくり日本
　　　　 大賞（内閣総理大臣賞）」受賞を報告

▲11／17　浜すし会ゴルフコンペ
　の会から南国市子ども会連合会

へ寄附金贈呈
　　　　　　（グレース浜すし）

▲11／30　歴史学講座フィールド
　ワーク　　（新居浜市金子城）

▲11／22　第８回国分川ウォーキ
　ング＆芋煮会　（国分川周辺）

ご存知ですか？

マイナンバー制度マイナンバー制度
　南国市に住民票があり、平成27年10月５日以
後に住民票記載事項の異動がない方で、郵便局
の保管期間切れなどにより南国市役所に個人番
号通知カードが返戻された方に、お知らせ文書
を送付しています。文書が届いた方は、内容を
確認し、必要書類を持参のうえ、早めに受け取
りに来てください。
　お知らせ文書も届いていない場合は、コール
センターにご連絡ください。受取方法の詳細は
市ホームページでも確認いただけます。

個人番号通知カードをまだ受け取って
いない方へ　　　　　　　　　　　　 

　平成28年１月以降、国民健康保険関係、介護
保険関係、障害福祉関係などの申請書によって
は個人番号欄が追加され、窓口で記入していた
だく場合があります。申請するときには、個人
番号カードまたは個人番号通知カードを持参し
てください。

１月からマイナンバーの利用が始まります

マイナンバー
制度の

問い合わせ

０５７０－０５
コ
－
ー
６
ル
７
ナン
５
コ
９
ク

（有料）

８時30分～17時15分
※土・日・祝日、年末年始を除く

南国市マイナンバーコールセンター

平日　９時30分～22時
土・日・祝日　９時30分～17時30分
※年末年始を除く

マイナンバー総合フリーダイヤル

０１２０－９５－０１７８（無料）
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■応募締切／１月14日㈭必着
■あ て 先／〒７８３－８５０１
　　　　　　南国市大埇甲２３０１
　　　　　　南国市企画課「親子クイズ」係
＊はがきで応募
■賞　　品／正解者の中から抽選で、５名に
　　　　　　図書カード（1,000円）を贈呈

　親子クイズは、広報委員が毎月順番に
考えています。　　　　　　　　　　　

★応募総数／56通　　★正 解 率／98％

１～６までの数字が書かれたカードが、図のように並んでいる。
次の①～④の条件を満たすとき、Ａ～Ｆに入る数字を答えてください。

【第523回当選者】
高田　結子　（篠　原）
柄　　光信　（大埇甲）
長尾　淳一　（大埇甲）
長尾　宏　　（大埇甲）
山本　美智代（十　市）

524

（
親
子
ク
イ
ズ
）
孫
と
あ
ー
で
も
な
い
、
こ
ー
で
も
な
い
と
教
え
て
も
ら
い
な
が
ら
、
な
ん
と
か
解
け
ま
し
た
。

市
民
か
ら
の
お
便
り

【第523回解答】
　ナンコクシ

58

　

あ
る
日
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
見
か

け
た
記
事
に
「
ル
ー
マ
ニ
ア
で
イ
ル
カ

に
『
人
権
』
を
」
と
い
う
も
の
が
あ
り
、

と
て
も
驚
き
ま
し
た
。
そ
し
て
そ
の
後

に
目
に
入
っ
た
も
の
が
、
「
イ
ン
ド
が

イ
ル
カ
を
『
人
』
と
認
め
た
」
と
い
う

記
事
で
し
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
イ
ン

ド
で
は
イ
ル
カ
は「
人
類
で
は
な
い
人
」

な
の
だ
そ
う
で
す
。

　

そ
の
よ
う
な
記
事
を
読
ん
だ
後
で
は
、

ア
メ
リ
カ
で
「
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
に
も
人

権
が
あ
る
の
か
」
と
い
う
裁
判
が
行
わ

れ
て
い
る
記
事
を
読
ん
で
も
、
大
し
て

驚
か
な
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

さ
て
、
こ
れ
は
い
っ
た
い
ど
う
い
う

こ
と
な
の
か
。
調
べ
て
み
る
と
、
ど
う

や
ら
こ
れ
は
「
動
物
の
権
利
を
守
る
」

と
い
う
運
動
で
し
た
。
こ
の
よ
う
な
思

想
は
紀
元
前
か
ら
あ
る
そ
う
で
す
。
そ

う
考
え
て
み
る
と
、
日
本
で
も
江
戸
時

代
に
「
生
類
憐
み
の
令
」
と
い
う
も
の

が
あ
っ
た
の
を
思
い
出
し
ま
し
た
。

　

「
動
物
の
権
利
を
守
る
」
と
い
う
運

動
は
、
「
性
差
別
や
人
権
差
別
に
反
対

す
る
運
動
の
延
長
上
に
あ
る
」
と
い
う

考
え
方
の
よ
う
で
す
。
そ
う
な
ら
ば
当

然
、
人
間
の
権
利
も
守
ら
な
け
れ
ば
い

け
ま
せ
ん
。
生
類
憐
み
の
令
も
、
犬
ば

か
り
が
大
事
に
さ
れ
た
か
の
よ
う
に
思

わ
れ
て
い
ま
す
が
、
実
は
本
来
の
目
的

は
、
当
時
横
行
し
て
い
た
「
捨
て
子
を

保
護
す
る
」
と
い
う
も
の
だ
っ
た
と
も

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
う
考
え
る
と
、
は
じ
め
は
と
ん
で

も
な
い
話
に
思
え
た
イ
ル
カ
の
人
権
の

話
も
、
少
し
は
理
解
で
き
る
気
が
し
て

き
ま
し
た
。

　

と
は
言
っ
て
も
、
や
は
り
そ
れ
は
人

間
の
「
人
権
」
が
き
ち
ん
と
守
ら
れ
た

上
で
の
話
で
す
。
残
念
な
こ
と
に
、
今

の
世
の
中
で
は
、
動
物
の
権
利
よ
り
も

前
に
守
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い「
人
権
」

は
た
く
さ
ん
あ
る
よ
う
に
思
え
ま
す
。

　

動
物
の
権
利
を
守
る
と
い
う
こ
と
に

つ
い
て
は
、
人
そ
れ
ぞ
れ
考
え
方
が
違

う
と
思
い
ま
す
が
、
な
に
よ
り
も
「
動

物
も
人
も
、
身
近
な
命
を
大
切
に
す
る

こ
と
を
始
め
よ
う
」
と
思
い
ま
し
た
。

※
こ
の
シ
リ
ー
ズ
は
、
あ
な
た
と
あ
な

　

た
の
周
り
に
い
る
人
の
間
に
温
か
な

　

つ
な
が
り
が
生
ま
れ
る
こ
と
を
願
い
、

　

人
権
に
つ
い
て
考
え
る
き
っ
か
け
に

　

な
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

人
権
啓
発
広
報
委
員
会

　

☎
８
８
０
・
６
５
６
９

「人権って？」♥　♥　♥　♥ ♥　♥　♥　♥

①　上段の合計は下段の合計よ
　　り１つ小さい

②　右列の合計は５

③　「５」のカードは「４」の
　　カードの左隣

④　「１」のカードは左列

上段

下段

左列 中央列 右列

Ａ

Ｄ

Ｂ

Ｅ

Ｃ

Ｆ
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186

　

いつも
トマトのことが
気になります。

な
ん
こ
く
歴
史
散
歩

　

江
戸
時
代
に
入
り
、
土
佐
藩
主
に
山

内
一
豊
が
就
い
て
か
ら
の
政
治
の
中
心

は
現
在
の
高
知
市
に
移
り
ま
す
。
そ
ん

な
中
、
二
代
藩
主
忠
義
の
時
代
に
手
腕

を
発
揮
し
た
の
が
野
中
兼
山
で
す
。
兼

山
は
慶
長
20
（
１
６
１
５
）
年
に
生
ま

れ
、
16
歳
の
若
さ
で
奉
行
と
し
て
登
用

さ
れ
て
か
ら
32
年
も
の
長
き
に
わ
た
り

活
躍
し
ま
す
。

　

兼
山
の
業
績
で
特
に
中
心
と
な
る
の

は
新
田
開
発
事
業
で
す
。
新
田
開
発
は

大
規
模
な
用
水
路
の
建
設
を
必
要
と
し

ま
す
。
香
長
平
野
の
新
田
開
発
は
寛
永

16
（
１
６
３
９
）
年
、
山
田
堰
の
建
設

に
始
ま
り
ま
す
。
そ
し
て
、
難
工
事
の

結
果
、
中な

か

井ゆ

川
、
上う

わ

井ゆ

川
、
舟
入
川
の

用
水
路
が

完
成
し
た

こ
と
で
、

香
長
平
野

に
千
500
町

以
上
も
の

新
田
を
生

み
、
西
の

浦
戸
湾
に

注
ぐ
運
河

と
も
な
り

ま
し
た
。

　

用
水
路
の
完
成
は
耕
地
の
拡
大
の
み

な
ら
ず
、
商
業
活
動
の
発
展
に
も
大
き

な
役
割
を
果
た
し
ま
し
た
。
野
市
や
山

田
、
御
免
町
は
、
そ
う
し
た
拠
点
と
し

て
作
ら
れ
た
町
で
「
在
郷
町
」
と
い
わ

れ
ま
す
。

　

ま
た
、
舟
入
川
は
、
農
村
地
帯
と
高

知
城
下
を
結
ぶ
運
河
と
し
て
、
重
要
な

水
路
で
し
た
。
そ
の
拠
点
と
し
て
承
応

元
（
１
６
５
２
）
年
、
稲
吉
新
町
が
作

ら
れ
ま
し
た
。
こ
こ
に
屋
敷
を
か
ま
え

る
者
に
は
25
代
（
約
50
ａ
）
の
土
地
を

永
代
無
年
貢
で
与
え
、
物
品
の
売
買
に

も
課
税
を
せ
ず
、
様
々
な
夫ふ

役え
き

も
永
代

免
除
す
る
恩
典
を
与
え
ま
し
た
。
年
貢

や
夫
役
を
御
免
（
免
除
）
す
る
町
、
こ

れ
が
現
在
の
後
免
町
の
始
ま
り
で
す
。

明
治
22
（
１
８
８
９
）
年
に
は
現
在
の

後
免
町
と
表
記
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
こ
う
し
た
兼
山
の
偉
業
を
讃
え

て
、
日
吉
神
社
の
前
に
後
免
町
創
立
記

念
碑
が
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
は
野
中
兼
山
生
誕
400
年
に
あ
た

る
年
で
し
た
。
我
々
の
生
活
は
、
400
年

経
っ
た
今
も
、

兼
山
の
築
い

た
礎
の
上
に

成
り
立
っ
て

い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

生
涯
学
習
課
文
化
財
係

　

☎
８
８
０
・
６
５
６
９

な
ん
こ
く
歴
史
散
歩

回
37
第

野中兼山の開発　―　舟入川と後免町　―

（
親
子
ク
イ
ズ
）
今
回
の
親
子
ク
イ
ズ
は
家
族
４
人
の
知
恵
を
出
し
合
っ
て
解
き
ま
し
た
。

市
民
か
ら
の
お
便
り

国分川

舟入川

舟入川

高
知

後
免

浦
戸
湾

五台山

篠原 稲吉

年越山

長岡

中井川

（旧国道）

片山

0 1 2 3km

下田川

明見

土佐山田
上井川

現在の合同ぜき

山
田
ぜ
き
の
あ
っ
た
地
点

神
母
ノ
木

父養寺

野市

父
養
寺
井
川

物
部
川

談議所

大津

稲生

こく ぶ

しも だ

ふないれ

ご だい

おお つ

みょうけん

いな ぶ

いなよししのはら

としごえ

ながおか

と さ

なか ゆ
うわ ゆ

ふないれ

の いち

だん ぎ

やま だ

げんざい ごうどう

かたやま

う
ら
ど
わ
ん

も
の
べ

きゅう

おおそね

い

げ

の

き

ぶ
よ
う
じ

ゆ

国分川

舟入川

舟入川

高
知

後
免

浦
戸
湾

五台山

篠原 稲吉

年越山

長岡

中井川

（旧国道）

片山

0 1 2 3km

下田川

明見

土佐山田高知自動車道
上井川

現在の合同ぜき

山
田
ぜ
き
の
あ
っ
た
地
点

神
母
ノ
木

父養寺

野市

父
養
寺
井
川

物
部
川

談議所

大津

稲生

こく ぶ

しも だ

ふないれ

ご だい

おお つ

みょうけん

いな ぶ

いなよししのはら

としごえ

ながおか

と さ

なか ゆ
うわ ゆ

ふないれ

の いち

だん ぎ

やま だ

げんざい ごうどう

かたやま

う
ら
ど
わ
ん

も
の
べ

きゅう

おおそね

い

げ

の

き

ぶ
よ
う
じ

ゆ

55

32

195

高知自動車道

後免町
創立記念碑
後免町
創立記念碑

政
まさ

木
き

　茂
しげ

雄
お

さん
（田村）

後免町創立記念碑

　

フ
ル
ー
ツ
ト
マ
ト
を
作
り
始
め
て
３
年
目

に
な
り
ま
す
。
以
前
は
県
外
で
自
動
車
設
計

の
仕
事
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
地
元
に
戻
っ

て
き
て
農
業
を
始
め
ま
し
た
。

　

始
め
る
時
は
全
く
知
識
が
な
い
状
態
で
し

た
の
で
、
や
っ
ぱ
り
不
安
で
し
た
ね
。
農
業

振
興
セ
ン
タ
ー
や
Ｊ
Ａ
、
種
苗
メ
ー
カ
ー
な

ど
、
色
々
な
と
こ
ろ
に
相
談
し
ま
し
た
。

　

農
業
を
始
め
て
か
ら
、
肥
料
や
水
、
室
温

や
湿
度
の
調
節
を
色
々
試
行
錯
誤
し
て
き
て
、

今
は
そ
の
分
量
な
ど
も
分
か
っ
て
き
た
の
で
、

収
量
や
味
も
安
定
し
て
き
て
い
ま
す
。

　

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
時
代
は
、
時
間
と
大
量
の

仕
事
に
追
わ
れ
る
毎
日
で
し
た
が
、
転
職
し

て
か
ら
は
、
少
し
時
間
的
な
余
裕
は
で
き
ま

し
た
。
今
は
作
物
の
成
長
と
収
穫
作
業
に
追

わ
れ
て
い
ま
す
（
笑
）
。
で
も
自
分
の
性
格

に
合
っ
て
い
る
仕
事
だ
と
思
い
ま
す
。

　

農
業
を
し
て
い
て
良
か
っ
た
な
ぁ
と
感
じ

る
と
き
は
、
美
味
し
い
も
の
が
で
き
て
、
そ

れ
を
食
べ
て
く
れ
た
お
客
さ
ん
に
「
美
味
し

い
」
と
言
っ
て
も
ら
え
た
と
き
で
す
ね
。
だ

か
ら
毎
日
、
順
調
に
成
長
し
て
い
る
か
気
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

休
み
の
日
に
は
、
家
で
ピ
ア
ノ
を
弾
い
た

り
、
美
味
し
い
物
を
食
べ
に
ド
ラ
イ
ブ
に
出

か
け
た
り
し
て
い
ま
す
。

いつも
トマトのことが
気になります。

　

将
来
は
栽
培
す
る
ハ
ウ
ス
の
規
模
を
大
き
く

し
た
い
と
い
う
政
木
さ
ん
。
農
業
を
す
る
上
で

の
苦
労
は
数
え
切
れ
な
い
く
ら
い
あ
る
そ
う
で

す
が
、
自
分
の
夢
を
実
現
す
る
た
め
に
は
努
力

を
惜
し
ま
な
い
姿
勢
、
見
習
い
た
い
で
す
！
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12
月
な
の
に
寒
く
な
い
…
と
思
っ
て
い
た
ら
よ
う
や
く
寒
く
な
り
、
あ
わ
て
て
冬
支
度
を
し
て
い
ま
す
。（
油
断
し
て
た
の
で
…
）

市
民
か
ら
の
お
便
り

「冬の生物コタツムリ」
－このまま冬眠したい－

９２０（陣山）

自
衛
官

■
種
目

①
自
衛
官
候
補
生

②
予
備
自
衛
官
補
（
一
般
公
募
）

③
予
備
自
衛
官
補
（
技
能
公
募
）

■
応
募
資
格

①
18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
男
子

②
18
歳
以
上
34
歳
未
満

③
18
歳
以
上
で
国
家
免
許
資
格
な

　

ど
（
募
集
要
項
に
記
載
）
を
有

　

す
る
方

※
年
齢
は
全
て
平
成
28
年
４
月
１

　

日
時
点

■
試
験
日

①
１
月
10
日
㈰
、
２
月
６
日
㈯

　

２
月
27
日
㈯

②
③
４
月
中
旬
予
定

■
受
付
期
間

①
試
験
日
前
日
ま
で
随
時

②
③
１
月
初
旬
～
３
月
下
旬

■
試
験
会
場

①
高
知
駐
屯
地

②
高
知
市
内

③
香
川
県
善
通
寺
市
お
よ
び

　

兵
庫
県
伊
丹
市

■
受
験
料
／
無
料

■
問
い
合
わ
せ
・
資
料
請
求

　

自
衛
隊
高
知
募
集
案
内
所

　

☎
８
２
３
・
２
０
０
６

　
http://w

w
w

.m
od.go.jp/

　
　

pco/kochi/
公
営
住
宅
入
居
者

■
募
集
戸
数
／
５
戸
程
度

■
募
集
住
宅
場
所

　

長
岡
地
区
（
４
戸
）

　

前
浜
地
区
（
１
戸
）

■
募
集
案
内
配
布
期
間

　

１
月
13
日
㈬
～
22
日
㈮

※
12
時
～
13
時
を
除
く

■
申
込
書
受
付
期
間

　

１
月
20
日
㈬
～
22
日
㈮

※
12
時
～
13
時
を
除
く

■
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

　

都
市
整
備
課
住
宅
係

　

☎
８
８
０
・
６
５
５
８

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

　

大
篠
小
学
校
校
区
に
居
住
し
て

い
る
平
成
29
年
度
以
降
の
就
学
予

求
職
者
支
援
訓
練
受
講
生

　

就
職
を
目
指
し
て
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
を
お
考
え
の
方
に
、
３
カ
月
の

職
業
訓
練
コ
ー
ス
を
開
講
し
ま
す
。

今
月
は
介
護
、
ア
ロ
マ
セ
ラ
ピ
ー

が
学
べ
ま
す
。
ま
た
、
訓
練
期
間

中
か
ら
修
了
後
に
わ
た
っ
て
、
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
と
各
訓
練
施
設
が
積

極
的
に
就
職
支
援
を
行
い
ま
す
。

第
54
回
南
国
市
駅
伝
競
走
大
会

■
日
時
／
２
月
７
日
㈰

　

受
付
／
８
時
～

　

ス
タ
ー
ト
／
９
時
40
分
～

※
雨
天
決
行

■
集
合
場
所
／
香
長
中
学
校

■
コ
ー
ス
（
６
区
間
）

　

香
長
中
学
校
～
芦
ヶ
谷
～
十
市

　

石
土
池
～
浜
改
田
中
村
石
油
前

　

～
ト
リ
ム
広
場
～
前
浜
公
民
館

　

南
～
香
長
中
学
校

■
参
加
費
／
無
料

■
申
込
方
法
／
所
定
の
申
込
書
で

　

１
月
25
日
㈪
17
時
ま
で
に
お
申

　

込
み
下
さ
い
。

※
要
項
・
申
込
書
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

　

ジ（http://mahoroba-nankoku.com/

）

　

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

■
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

　

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

　

☎
８
６
５
・
８
０
１
５

定
者
を
対
象
と
し
、
校
区
が
隣
接

す
る
学
校
へ
の
入
学
を
許
可
す
る

「
大
篠
小
学
校
隣
接
校
選
択
制
度

（
案
）
」
に
つ
い
て
の
意
見
を
募

集
し
ま
す
。

■
募
集
・
閲
覧
期
間

　

１
月
12
日
㈫
～
２
月
12
日
㈮

※
提
出
は
期
間
内
必
着

■
案
の
閲
覧
場
所
／
学
校
教
育
課
、

　

市
お
よ
び
南
国
市
教
育
委
員
会

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

■
提
出
方
法
／
住
所
・
氏
名
・
電

　

話
番
号
を
記
入
し
、
持
参
・
郵

　

送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
メ
ー
ル
の
い
ず

　

れ
か
で
提
出
。
様
式
不
問
。

※
右
記
以
外
の
方
法
に
よ
る
意
見

　

は
受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん
。

※
提
出
さ
れ
た
意
見
へ
の
個
別
回

　

答
は
行
い
ま
せ
ん
。

■
提
出
先
・
問
い
合
わ
せ

　

学
校
教
育
課

　

☎
８
８
０
・
６
５
６
８

　

�
８
８
０
・
６
２
０
１

　

�nankoku-c@
kochinet.ed.jp

（
〒
７
８
３
・
８
５
０
１

　

南
国
市
大
埇
甲
２
３
０
１
）

■
受
講
料
／
無
料

※
テ
キ
ス
ト
代
な
ど
別
途
必
要

■
問
い
合
わ
せ

　

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
高
知

　

☎
８
３
３
・
１
０
８
５
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持
久
走
記
録
会
が
無
事
に
終
わ
っ
て
良
か
っ
た
で
す
。

市
民
か
ら
の
お
便
り

第
６
回
南
国

フ
ォ
ト
ロ
ゲ
イ
ニ
ン
グ

　

地
図
と
コ
ン
パ
ス
を
頼
り
に
、

チ
ー
ム
（
２
～
５
人
）
が
自
力
で

移
動
。
点
数
の
違
う
チ
ェ
ッ
ク
ポ

イ
ン
ト
を
探
し
て
撮
影
し
、
制
限

時
間
内
で
合
計
点
を
競
い
ま
す
。

■
日
時
／
１
月
24
日
㈰

▼
５
時
間
コ
ー
ス
／
10
時
ス
タ
ー
ト

（
受
付
９
時
～
、開
会
式
９
時
半
～
）

▼
３
時
間
コ
ー
ス
／
12
時
ス
タ
ー
ト

（
受
付
11
時
～
、開
会
式
11
時
半
～
）

■
集
合
場
所
／
久
礼
田
小
学
校

■
参
加
費
／
小
学
生
…
500
円

　

中
学
・
高
校
生
…
千
円

　

一
般
…
２
千
円
（
幼
児
無
料
）

※
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴

■
持
参
物
／
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
ま

　

た
は
カ
メ
ラ
付
き
携
帯
電
話
、

　

水
筒
な
ど

■
備
考
／
雨
天
決
行
。
コ
ン
パ
ス

　

の
無
料
貸
出
、
芋
煮
の
ふ
る
ま

　

い
あ
り
。
申
込
み
は
１
月
19
日

　

㈫
ま
で
に
お
願
い
し
ま
す
。

■
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

　

商
工
観
光
課
内
土
佐
の
ま
ほ
ろ
ば

　

風
景
街
道
推
進
協
議
会
事
務
局

　

☎
８
８
０
・
６
５
６
０

第
１
回
三
和
ふ
れ
あ
い
文
化
祭

■
日
時
／
１
月
30
日
㈯
９
時
～
16

　

時
、
31
日
㈰
９
時
～
15
時

■
場
所
／
三
和
防
災
コ
ミ
ュ
ニ
テ

　

ィ
ー
セ
ン
タ
ー

■
内
容

▼
作
品
展
示
／
園
児
・
児
童
・
生

　

徒
作
品
、
一
般
（
絵
画
、
書
道
、

　

写
真
、
ち
ぎ
り
絵
、
編
み
物
、

　

陶
芸
、
生
け
花
な
ど
）

▼
特
別
展
示
／
絵
金
一
派
の
土
佐

　

の
芝
居
絵（
片
山
公
民
館
所
蔵
）

▼
似
顔
絵
コ
ー
ナ
ー（
10
時
～
14
時
）

▼
販
売
コ
ー
ナ
ー（
９
時
～
12
時
）

【
１
月
30
日
㈯
の
み
】

▼
記
念
講
演
／
絵
金
と
三
和
地
区

　

芝
居
絵
屏
風

（
９
時
15
分
～
10
時
）

　

講
師
／
横
田
恵

（
絵
金
蔵
・
学
芸
員
）

▼
健
康
コ
ー
ナ
ー
／
食
事
の
バ
ラ

　

ン
ス
体
験
な
ど（
10
時
～
15
時
）

▼
お
茶
席
（
10
時
～
14
時
）

▼
花
の
苗
の
進
呈
／
先
着
100
人

【
１
月
31
日
㈰
の
み
】

▼
喫
茶
コ
ー
ナ
ー（
10
時
～
14
時
）

■
問
い
合
わ
せ

　

中
央
公
民
館　

三
和
公
民
館
担
当

　

☎
８
６
４
・
０
６
２
３

南
国
ス
ポ
ー
ツ

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

体
を
動
か
す
こ
と
が
好
き
な
人
、

日
頃
運
動
不
足
を
感
じ
て
い
る
人
、

誰
も
が
気
軽
に
参
加
で
き
る
楽
し

い
ス
ポ
ー
ツ
大
会
に
参
加
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

■
日
時
／
２
月
11
日
㈭

　

９
時
～
12
時

　

受
付
／
８
時
30
分
～

■
場
所
／
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

　

メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ

■
種
目

①
キ
ッ
ズ
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー

　

さ
ま
ざ
ま
な
障
害
物
を
乗
り
越

　

え
て
タ
イ
ム
を
競
う
、
フ
ィ
ー

　

ル
ド
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
感
覚
の
ス

　

ポ
ー
ツ

②
室
内
ペ
タ
ン
ク

　

目
標
の
ボ
ー
ル
を
置
き
、
そ
れ

　

に
向
か
っ
て
ボ
ー
ル
を
投
げ
る

　

か
転
が
し
て
、
ど
れ
だ
け
近
づ

　

け
る
か
を
競
う
ス
ポ
ー
ツ

■
対
象

①
小
学
生
限
定
・
個
人
参
加

②
小
学
生
以
上
・
２
～
３
人
１
組

■
参
加
費
／
無
料

■
表
彰
／
上
位
入
賞
チ
ー
ム
ほ
か

※
賞
品
有
り

■
申
込
方
法
／
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ

　

Ｘ
で
、
種
目
・
住
所
・
氏
名
・

　

年
齢
・
学
校
名
お
よ
び
学
年（
小

　

学
生
の
み
）
・
性
別
・
電
話
番

　

号
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

※
２
種
目
同
時
進
行
の
た
め
、
申

　

込
み
は
１
種
目
の
み

■
申
込
締
切
／
１
月
28
日
㈭

■
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

　

生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
推
進
係

　

☎
８
８
０
・
６
５
６
９

　

�
８
８
０
・
６
２
０
１

■申請窓口／南国市福祉事務所（南国市役所１階）
■申請期限／２月１日㈪　※当日消印有効
※期限までに申請いただかないと、給付金の受け取りができなくなりますので、
　ご注意ください。

臨時福祉給付金について、対象と思われる方には案内を送付しています。
期限までに申請をお願いします！

「臨時福祉給付金」の申請は、２月１日までにお願いします！

■問い合わせ／福祉事務所　☎８８０－６５６６

カ
ク
ニ
ン
ジ
ャ

　市役所や県庁、厚生労働省の職員などが金融機関のＡＴＭ（現金自動預け払機）の操作をお願い
することは、絶対にありません。不審な電話がかかってきたり郵便物が届いた場合は、南国市福祉
事務所や南国警察署（☎８６３－０１１０または警察相談専用電話＃９１１０）にご連絡ください。

“振り込め詐欺”や“個人情報の搾取”にご注意ください！
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たちばな２号

も
う
す
ぐ
市
展
が
始
ま
り
ま
す
ね
。
孫
が
入
選
し
ま
し
た
。
絶
対
見
に
行
き
ま
す
！

市
民
か
ら
の
お
便
り

日 曜 場　　　　　　所　　・　　時　　　　　　間

１／5 火 あけぼの保育所 
　10：20 ～ 10：40

大湊保育所 
　10：50 ～ 11：10

大篠保育園 
　14：35 ～ 15：05

6 水 丸十園芸組合前 
　10：20 ～ 10：40

阿戸公民館 
　10：45 ～ 11：05

立田消防屯所南側 
　14：10 ～ 14：30

タマリン館 
　14：40 ～ 15：00

7 木 長岡西部保育所 
　10：20 ～ 10：40

岡豊保育園 
　11：00 ～ 11：30

長岡農協 
　13：50 ～ 14：10

南陣山公民館 
　14：20 ～ 14：40

医学部国際交流会館 
　16：00 ～ 16：20

8 金 久礼田保育所 
　10：25 ～ 10：45

久礼田西公民館
　10：55 ～ 11：15

たちばな幼稚園 
　14：00 ～ 14：20

中内商店駐車場 
　14：45 ～ 15：05

12 火 明見保育所 
　10：15 ～ 10：35

星神社前 
　10：40 ～ 11：00

香南中学校
　12：50 ～ 13：10

高知高専宿舎 
　13：35 ～ 13：55

グループホームワルツ 
　14：10 ～ 14：40

白木谷小学校 
　15：30 ～ 16：00

13 水 後免野田保育園 
　10：20 ～ 10：40

久礼田小学校 
　12：50 ～ 13：35

植野公民館 
　14：10 ～ 14：30

土佐厚生会こくふ 
　14：50 ～ 15：10

北陵中学校 
　15：45 ～ 16：05

14 木 長岡東部保育園 
　10：20 ～ 10：40

十市小学校 
　12：50 ～ 13：35

錦城公園南口 
　14：10 ～ 14：40

県住十市団地 
　14：45 ～ 15：15

あとむ幼稚園 
　15：20 ～ 15：50

15 金 里保育所 
　10：20 ～ 10：40

寶生寺 
　11：00 ～ 11：20

稲生小学校　　 
　12：50 ～ 13：30

白山荘 
　13：50 ～ 14：20

稲生保育園 
　14：30 ～ 14：50

かりやストアー前 
　14：55 ～ 15：15

19 火 土佐希望の家 
　10：00 ～ 10：25

国府保育所 
　10：35 ～ 10：55

長岡小学校　　 
　13：00 ～ 13：40

南部営農センター 
　14：00 ～ 14：20

浜改田公民館 
　14：30 ～ 14：50

ＪＡ三和支所 
　15：00 ～ 15：30

20 水 吾岡保育園 
　10：30 ～ 10：50

南海学園 
　10：55 ～ 11：15

岡豊小学校 
　13：00 ～ 13：30

ケアハウスたんぽぽ 
　14：10 ～ 14：40

医学部中島宿舎 
　14：50 ～ 15：10

ひまわり幼稚園 
　15：35 ～ 16：05

22 金 蒲原県営住宅 
　10：15 ～ 10：35

医学部蒲原宿舎 
　10：40 ～ 11：00

保健福祉センター 
　11：20 ～ 11：40

希望が丘分校 
　16：00 ～ 16：30

28 木 十市保育園 
　10：30 ～ 10：50

小栗医院前 
　11：00 ～ 11：20

や
っ
ぱ
り
大
好
き
物
部
川

コ
ン
テ
ス
ト

■
募
集
部
門

・
絵
て
が
み

・
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

■
内
容

　

物
部
川
や
自
然
に
関
す
る
も
の

■
応
募
点
数

　

各
部
門
１
人
１
点

※
未
発
表
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品
に

　

限
り
ま
す
。

■
応
募
方
法

　

ハ
ガ
キ
ま
た
は
同
サ
イ
ズ
の
用

　

紙
に
、
氏
名
・
住
所
・
電
話
番

　

号
・
年
齢
（
学
生
の
方
は
学
校

　

名
と
学
年
も
）
・
応
募
部
門
・

　

作
品
を
記
入
の
上
、
応
募
し
て

　

く
だ
さ
い
。

■
応
募
締
切

　

１
月
29
日
㈮
必
着

■
表
彰
式

　

２
月
27
日
㈯
に
高
知
工
科
大
学

　

で
行
わ
れ
る
物
部
川
の
イ
ベ
ン

　

ト
で
表
彰
式
を
行
い
ま
す
。

※
詳
細
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

　

ま
た
は
市
役
所
で
配
布
す
る
チ

　

ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
作
品
送
付
先
・
問
い
合
わ
せ

　

企
画
課
「
や
っ
ぱ
り
大
好
き

　

物
部
川
コ
ン
テ
ス
ト
」
係

　

☎
８
８
０
・
６
５
５
３

（
７
８
３
・
８
５
０
１

　

南
国
市
大
埇
甲
２
３
０
１
）

特
別
展

「
田
村
遺
跡
群
と
そ
の
時
代
１
」

■
日
時
／
１
月
18
日
㈪
～
３
月

　

19
日
㈯　

８
時
30
分
～
17
時

（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
休
み
）

※
講
座
な
ど
の
開
催
日
は
開
館

■
場
所

　

県
立
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

（
南
国
市
篠
原
１
４
３
７
・
１
）

■
内
容
／
田
村
遺
跡
群
か
ら
発
見

　

さ
れ
た
弥
生
時
代
前
期
か
ら
中

　

期
ま
で
の
遺
跡
に
つ
い
て
、
関

　

連
す
る
遺
物
を
中
心
に
展
示
し
、

　

そ
の
時
代
の
特
色
な
ど
を
分
か

　

り
や
す
く
解
説
し
ま
す
。

■
入
場
料
／
無
料

■
主
催
者
／
公
益
財
団
法
人

　

高
知
県
文
化
財
団

■
特
別
展
報
告
会

▼
日
時
／
１
月
30
日
㈯

　

13
時
30
分
～
15
時

▼
場
所
／
県
立
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

▼
定
員
／
40
人

■
特
別
展
記
念
講
演
会

▼
日
時
／
２
月
14
日
㈰

　

14
時
～
16
時

▼
場
所
／
県
立
文
学
館
ホ
ー
ル

▼
定
員
／
130
人

■
問
い
合
わ
せ

　

県
立
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

　

☎
８
６
４
・
０
６
７
１

　

弥
生
時
代
前
期
～
中
期

第
17
回
お
な
が
ど
り
カ
ッ
プ

■
日
時
／
１
月
30
日
㈯

　

９
時
30
分
～
15
時

■
場
所
／
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

■
対
象
／
身
体
障
害
者
手
帳
、
療

　

育
手
帳
、
精
神
障
害
者
保
健
福

　

祉
手
帳
の
い
ず
れ
か
を
お
持
ち

　

の
方
（
市
内
・
市
外
問
わ
ず
）

■
参
加
費
／
無
料

■
申
込
締
切
／
１
月
15
日
㈮

■
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

　

福
祉
事
務
所
障
害
福
祉
係

　

☎
８
８
０
・
６
５
６
６

　

障
害
者
卓
球
大
会

地
区
戦
没
者
遺
族
相
談
員

　

南
国
市
地
区
戦
没
者
遺
族
相
談

員
と
し
て
、
次
の
方
が
厚
生
労
働

大
臣
か
ら
業
務
委
託
さ
れ
ま
し
た
。

■
戦
没
者
遺
族
相
談
員

　

岡
本
龍
雄

■
任
期

　

平
成
29
年
９
月
30
日
ま
で

■
問
い
合
わ
せ

　

福
祉
事
務
所
地
域
福
祉
支
援
係

　

☎
８
８
０
・
６
５
６
６

　

�
８
６
３
・
１
１
６
７
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図書館だより

世にも奇妙な君物語　朝井リョウ
義貞の旗　　　　　　安部龍太郎
下町ロケット２　　　　池井戸潤
おひとりさまの最期　上野千鶴子
墓標なき街　　　　　　　逢坂剛
運命の花びら（上）（下）　森村誠一
ラオスにいったい何があるというん
ですか？－紀行文集－　村上春樹
わかれ　　　　　　　瀬戸内寂聴
あしたから出版社　　島田潤一郎
生涯を賭けるテーマをいかに選ぶ
か－東工大講義－　　　最相葉月
カレーライスと日本人　森枝卓士
ぼくたちは戦場で育った－サラエボ
1992－1995 －

ヤスミンコ ･ ハリロビッチ
　　　　　　　　　　　ほか

１日㈮～１月４日㈪
毎週月曜日、29日㈮

１月の休館日

　口座振替をご利用の方は、引き落とし
不能にならないよう納期限前に口座の残
金をお確かめください。

１月の納税は
市・県民税（４期分）・国保税（７期分）

人身事故件数 死者 負傷者
2７年11月 20件 ０人 24人

2７年１月～11月 182件 １人 221人

発生件数
建物
山林
その他

１件
０件
０件
１件

《火災》
火災・救急（11月分）

《救急》
出動回数
急病
交通事故
一般事故
その他

188回
96回
22回
35回
35回

■日時／１月20日㈬10時～15時
■場所／社会福祉センター
■問い合わせ／総務課総務係
　☎８８０－６５５１

■日時／１月14日㈭
　　　　13時30分～15時30分
■場所／中央小動物管理センター
■備考／講習会受講後１年間は、随

時譲渡を受けることができます。
■問い合わせ／県食品衛生課
　☎８２３－９６７３

■日時／毎月第１・３土曜日
　　　   10時～12時
■場所／社会福祉センター
■事前予約／社会福祉協議会
　☎８６３－４４４４

人権・行政相談

犬・猫の飼い方講習会

無料法律相談

交通事故発生状況

に
ぎ
や
か
な
の
で
見
上
げ
る
と
、
ム
ク
ド
リ
の
大
群
が
電
線
に
て
羽
を
休
め
て
い
ま
し
た
。

市
民
か
ら
の
お
便
り

ひ
と
り
親
家
庭
へ
の

就
職
移
動
相
談

　

ひ
と
り
親
家
庭
の
お
母
さ
ん
・

お
父
さ
ん
を
対
象
に
、
就
職
相
談

や
、
就
業
の
た
め
の
各
種
資
格
・

技
能
を
習
得
す
る
支
援
制
度
に
つ

い
て
、
情
報
提
供
を
行
い
ま
す
。

※
申
込
み
不
要
・
先
着
順

■
日
時
／
１
月
15
日
㈮

　

13
時
～
16
時

■
場
所
／
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
問
い
合
わ
せ

　

母
子
家
庭
等
就
業
・
自
立
支
援

　

セ
ン
タ
ー

　

☎
８
７
５
・
２
５
０
０

介
護
保
険
地
域
密
着
型

サ
ー
ビ
ス
事
業
者
説
明
会

　

介
護
保
険
事
業
計
画
で
定
め
る

第
６
期
（
～
29
年
度
）
整
備
予
定

の
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
事
業
者

に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
公
募
説

明
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時
／
１
月
19
日
㈫
14
時
～

■
場
所
／
市
役
所
４
階
大
会
議
室

■
公
募
事
業
所
・
予
定
個
所
数

◎
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護（
予

　

防
）
事
業
所
…
１
カ
所

◎
定
期
巡
回
・
随
時
対
応
型
訪
問

　

介
護
看
護
事
業
所
…
１
カ
所

■
事
業
所
設
置
場
所
／
市
内
全
域

■
申
込
締
切
／
１
月
13
日
㈬

■
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

　

長
寿
支
援
課
介
護
保
険
係

　

☎
８
８
０
・
６
５
５
６

南
国
市
公
共
交
通
マ
ッ
プ
の

改
訂
版
が
完
成

　

バ
ス
の
ダ
イ
ヤ
改
正
を
反
映
し

た
南
国
市
公
共
交
通
マ
ッ
プ
の
改

エ
ン
ジ
ョ
イ
・
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
！

■
日
時
／
２
月
１
日
～
22
日

　

毎
週
月
曜
日
（
全
４
回
）

　

18
時
45
分
～
20
時
45
分

■
場
所
／
中
央
公
民
館

■
講
師
／
市
内
小
中
学
校
勤
務
Ａ

　

Ｌ
Ｔ
２
名（
各
講
師
２
回
担
当
）

■
対
象
／
18
歳
以
上

■
募
集
人
数
／
15
人

■
受
講
料
／
千
円

■
申
込
締
切
／
１
月
22
日
㈮

■
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

　

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
人
権
係

　

☎
８
８
０
・
６
５
６
９

納
付
証
明
書
の
発
行

　

確
定
申
告
な
ど
で
国
民
健
康
保

険
税
の
納
付
証
明
書
が
必
要
な
方

は
、
無
料
で
発
行
し
ま
す
の
で
税

務
課
へ
ご
請
求
く
だ
さ
い
。

※
市
役
所
で
申
告
す
る
方
は
、
南

　

国
市
へ
の
支
払
分
の
納
付
証
明

　

書
は
不
要
で
す
。

■
受
付
期
間

　

１
月
15
日
㈮
～
２
月
１
日
㈪

※
土
・
日
曜
日
を
除
く

■
申
請
方
法
／
窓
口
に
来
る
方
の

　

本
人
確
認
用
書
類
（
運
転
免
許

　

証
な
ど
）
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　

納
税
義
務
者
の
方
と
窓
口
に
来

　

る
方
が
別
世
帯
の
場
合
は
、
別

　

途
委
任
状
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
電
話
で
の
郵
送
請
求
も

　

受
け
付
け
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

税
務
課

　

☎
８
８
０
・
６
５
５
４

訂
版
が
完
成
し
ま
し
た
。
市
内
の

公
共
交
通
路
線
図
や
バ
ス
時
刻
表
、

北
部
中
山
間
地
で
運
行
さ
れ
て
い

る
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
情
報
を
掲
載

し
て
い
ま
す
。

　

市
役
所
本
庁
、
各
支
所
、
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー
で
入
手
で
き
る
ほ

か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

企
画
課
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
係

　

☎
８
８
０
・
６
５
５
３

　

と
に
か
く
英
語
を
使
っ
て
み
よ
う
！
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し
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居
こ

安
あん

思
し

危
き

 －安
やす

きに居
あり

て危
あや

うきを思
おも

う－ －安
やす

きに居
あり

て危
あや

うきを思
おも

う－

■問い合わせ／危機管理課　☎８８０－６５７５

国民年金保険料の納付期限は、
翌月の末日です。

忘れず納めましょう。

■問い合わせ／南国年金事務所　☎８６４－１１１１

❶

　阪神・淡路大震災では、断水
により水洗トイレが利用できな
くなったため、避難所などでは
汚物の山ができたそうです。ま
た神戸市で避難所に仮設トイレ
が行き渡ったのは、地震が起
こってから約２週間後でした。

❷
　みなさんは、災害時の「備蓄
品」とは？と聞かれて、真っ先
に何を思い浮かべるでしょう
か。大抵の人は、飲料水・食料
品と答えるでしょう。確かに大
切なものですが、それと同じく
らいトイレも重要です。
　今一度、トイレについて考え
てみてください。非常用持ち出
し袋の中には簡易
トイレも忘れずに
用意しておきまし
ょう。

❸

阪神・淡路大震災から21年

～ トイレについて ～
大地震が起こったら…考えてほしいこと

　平成７年１月17日に発生した
阪神・淡路大震災では、6,434
名の方が亡くなり、30万人を超
える方が避難所での生活を強い
られました。
　そんな中、被災者が頭を抱え
た問題のひとつに、トイレ問題
がありました。

阪神・淡路大震災の教訓から
学ぶことはいっぱいあるで。
必ず来る南海トラフ地震に
しっかり備えちょこうや！

20歳になったら国民年金
　国民年金は、年をとったときや、いざというと
きの生活を、現役世代みんなで支えようという考
えで作られた仕組みです。
　具体的には、若いときに公的年金に加入し、保
険料を納め続けることで、年をとったときや、病
気やケガで障害が残ったとき、家族の働き手が亡
くなったときに、年金を受け取ることができる制
度です。

～新成人の皆さんへ～ 平成27年分公的年金などの
源泉徴収票を送付

　国民年金・厚生年金保険の「老齢年金」など、
老齢（退職）を支給事由とする公的年金は、税法
上「雑所得」として所得税の課税対象となります。
　日本年金機構は、その年１年間の年金の支払総
額などが記載された「公的年金などの源泉徴収票」
を作成し、翌年１月中に受給者の方へ送付してい
ます。
　年金のみの所得で源泉徴収される方は、原則と
して所得税の確定申告をする必要はないこととな
っていますが、他に収入（給与や年金）がある場
合や、源泉徴収税額の還付を受ける場合には確定
申告を行ってください。「源泉徴収票」は確定申
告の添付書類の一つとして必要になります。確定
申告の詳細については、お近くの税務署やその他
の税務相談窓口にお尋ねください。
　なお、「障害年金」や「遺族年金」は非課税で
すので「源泉徴収票」は送付されません。

国民年金のポイント
◎将来の大きな支えになります。

◎老後のためだけのものではありません。

※20歳になる前に、日本年金機構より申請書
類などの郵便物が届きます。

２
０
１
６
年
も
無
病
息
災
・
家
内
安
全
な
１
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
！

市
民
か
ら
の
お
便
り
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INFORMATIONINFORMATION INFORMATIONINFORMATION

からのお知らせ

■問い合わせ／環境課　☎８８０－６５５７

環 境 課

　環境省では、私たちの生活基盤である森里川海の
恵みを認識し、未来の世代につなげていく取り組み、
「つなげよう、支えよう森里川海」プロジェクトを
実施しています。その取組内容や、自然を生かした
地域活性化を考えるミニフォーラムを開催します。
　参加者のメッセージは、富山市で開催される全国
フォーラムに届けられます。ぜひご参加ください。
■日時／１月29日㈮　13時～14時40分（予定）
　受付／12時30分～（当会終了後、引き続き四国パ
　ートナーシップ大会を行います）
■場所／日章福祉交流センター
■内容／森里川海プロジェクトの説明（環境省）
　　　　基調講演（高知大学名誉教授　依光良三）
　　　　参加者全員によるメッセージ記入
■参加費／無料（申込不要）
■主催／環境省
■共催／物部川流域ふるさと交流推進協議会
　　　　（南国市・香美市・香南市）

　

今
年
も
春
を
告
げ
る
国
分
川
の
シ

バ
焼
き
と
清
掃
を
行
い
ま
す
。
多
く

の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。
作
業
終
了
後
に
は
七
草
が
ゆ
を

ご
用
意
し
て
い
ま
す
。

■
日
時

　

２
月
７
日
㈰　

10
時
～
12
時

※
雨
天
の
場
合
は
２
月
14
日
㈰

■
集
合
場
所

　

Ｊ
Ａ
南
国
市
久
礼
田
支
所
東
側
駐

　

車
場
、
国
分
橋
北
、
国
分
橋
南
、

　

岡
豊
橋
南

国
分
川
の
シ
バ
焼
き

ごみ収集は12月31日㈭から新年１月３日㈰まで休みです。

年始のごみ出しについて

可燃ごみ
収集地区 年　　始

月・木
の地区

１月４日㈪
から

火・金
の地区

１月５日㈫
から

水・土
の地区

１月６日㈬
から

ビン・雑ごみ・ペットボトル
収集地区 変更日

立田 １月１日㈮　➡　１月４日㈪
田村（バイパス北・南） １月２日㈯　➡　１月５日㈫

カン・金属類
収集地区 変更内容

第１・第３金曜日の地区 第３金曜日（１月15日）のみ収集
第１・第３土曜日の地区 第３土曜日（１月16日）のみ収集

ダンボール
収集地区 変更内容

第１・第３金曜日の地区 第３金曜日（１月15日）のみ収集
第１・第３土曜日の地区 第３土曜日（１月16日）のみ収集

　

11
月
か
ら
、
南
国
市
一
般
廃
棄
物

最
終
処
分
場
で
、
家
庭
か
ら
排
出
さ

れ
る
粗
大
ご
み
の
受
け
入
れ
を
開
始

し
て
い
ま
す
。
持
ち
込
み
の
際
は
、

事
前
に
環
境
課
に
電
話
で
予
約
を
し

て
く
だ
さ
い
。
（
事
業
所
の
ご
み
は

受
け
入
れ
て
い
ま
せ
ん
）

　

詳
し
く
は
「
ご
み
の
分
け
方
・
出

し
方
（
平
成
27
年
版
）
」
５
ペ
ー
ジ

を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

粗
大
ご
み
の
受
け
入
れ
に
つ
い
て

12
月
29
日
㈫
～
１
月
３
日
㈰

ま
で
受
け
入
れ
は
休
み
で
す
。

つなげよう、支えよう森里川海
ミニフォーラムin高知・物部川

紙
の
門
松
も
届
き
、
店
に
は
お
正
月
の
物
が
並
ぶ
よ
う
に
な
り
、
気
忙
し
い
12
月
で
す
。
お
正
月
は
ご
ろ
ご
ろ
し
た
い
も
の
で
す
。

市
民
か
ら
の
お
便
り
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健康文化都市・南国健康文化都市・南国保健福祉センターからのお知らせ保健福祉センターからのお知らせ

集
い
の
日

■
日
時
／
毎
週
月
・
金
曜
日

　

９
時
30
分
～
12
時

※
１
月
１
日
㈮
、
４
日
㈪
、

　

11
日
㈪
は
休
み

■
対
象

　

未
就
園
児
と
そ
の
保
護
者

マ
タ
ニ
テ
ィ
＆
ベ
ビ
ー
ひ
よ
こ

■
と
き
／
毎
週
水
曜
日

　

10
時
～
11
時
30
分

■
対
象

　

妊
婦
期
か
ら
生
後
５
カ
月
ま
で

　

の
未
就
園
児
と
そ
の
保
護
者

※
１
月
13
日
㈬
は
保
健
師
、
助
産

　

師
に
よ
る
体
重
・
身
長
測
定
、

　

保
健
指
導
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

よ
ち
よ
ち
ひ
よ
こ
ル
ー
ム

■
日
時
／
１
月
21
日
㈭
・
28
日
㈭

　

10
時
～
11
時
30
分

■
対
象

　

生
後
６
カ
月
か
ら
歩
行
す
る
ま

　

で
の
未
就
園
児
と
そ
の
保
護
者

子
育
て
講
座     

■
内
容
／
マ
マ
の
た
め
の
産
後

　

リ
カ
バ
リ
ー
ヨ
ガ

■
日
時
／
１
月
19
日
㈫

　

10
時
～
11
時
30
分

※
受
付
…
９
時
45
分
～

■
講
師
／
大
崎
厚
子

（
ヨ
ガ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）

■
対
象
／
生
後
３
～
７
カ
月
の

　

未
就
園
児
と
そ
の
保
護
者

■
参
加
費
／
500
円（
資
料
代
な
ど
）

※
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
を
ご
持
参
く
だ
さ

　

い
。
な
い
方
は
レ
ン
タ
ル
（
要

　

予
約
）
で
き
ま
す
。

■
定
員
／
先
着
14
組
（
赤
ち
ゃ
ん

　

連
れ
10
組
・
保
護
者
の
み
４
組
）

　

親
子
で
遊
び
に
き
ま
せ
ん
か
♪

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

ひ
よ
こ
ル
ー
ム

（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

「
マ
タ
ニ
テ
ィ
＆
ベ
ビ
ー
ひ
よ

こ
」
と
「
よ
ち
よ
ち
ひ
よ
こ
ル

ー
ム
」
で
は
、
対
象
の
子
ど
も

の
兄
姉
を
連
れ
て
の
参
加
の
場

合
、
兄
姉
の
お
世
話
が
で
き
る

同
伴
者
が
必
要
で
す
。

マタニティ教室
クラス とき 内　　　　容 持参物

①
出
産
準
備
ク
ラ
ス

13
時
30
分
～
16
時

２
月
５
日
㈮　
　

◎助産師・歯科衛生士・栄養士から
　のワンポイントアドバイス
・母乳の上手なあげ方は？
　赤ちゃん人形で抱っこの練習
・お口の健康と「マイナス１歳から
　始める虫歯予防」
・妊娠中に気をつけたい食生活
◎自分らしいお産の為に
・赤ちゃんとお話しながら、妊娠中
　から心も体もお産の準備
・パパやご家族も、大切な主役！

・
筆
記
用
具

・
母
子
手
帳

②
育
児
準
備
ク
ラ
ス

13
時
30
分
～
16
時

２
月
９
日
㈫　
　

◎沐浴実習：赤ちゃん人形を使って
　お風呂に入れる練習
◎妊婦体験
　ママの体の変化を体験してみよう
◎相談コーナー：助産師・歯科衛生
　士・栄養士・保健師が対応
◎赤ちゃんのお世話
　オムツ替えや抱っこの練習

・
エ
プ
ロ
ン

・
筆
記
用
具

・
母
子
手
帳

～これからママ・パパの集い～

※妊娠が分かったら、早めの参加をおすすめします。
※初産・経産は問いません。
※①②の両方、または一方のみの申込みも可能です。
■定員／各クラス15組（当日は託児はありません）
■受付時間／13時～13時20分
■参加費／無料

マタニティ教室

　赤ちゃんが生まれると、新しい家族が増え
た喜びとともに、初めての育児に不安を感じ
たり、兄弟のお子さんの子育てに戸惑いを感
じたりすることが多くあります。市では、安
心して育児が行えるように、生後４カ月まで
の赤ちゃんのいる市内の全ての家庭に、助産
師または保健師が家庭訪問をしています。
　早めの訪問を希望される方は、ハガキ（こ
んにちは赤ちゃん訪問連絡票）の送付、また
は電話にてご連絡ください。

こんにちは　　
　赤ちゃん訪問

　健康で長生きするための健康づくりには、
食事への心配りが欠かせません。塩分控えめ、
野菜たっぷりでバランスの取れたメニューを
みんなで作り、普段の食生活に活かしましょ
う。
■日時／２月10日㈬　10：00～13：00
■講師／南国市食生活改善推進員
■定員／30人（市民）
■参加費／無料
■申込締切／２月２日㈫
■献立（予定）／鶏ひき肉とはんぺんのつくね、
　キャベツのさっぱり和え、みそ汁、
　ヨーグルトとぶどうのゼリー
■持参物／筆記用具、エプロン、三角巾

ヘルシー・  
　　クッキング教室
ヘルシー・  
　　クッキング教室
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健康文化都市・南国健康文化都市・南国保健福祉センターからのお知らせ保健福祉センターからのお知らせ

各種健診（検診）・相談など各種健診（検診）・相談など

※この２ページの健診（一部を除く）などの
　申込先・お問い合わせは

項　　目 日 場　　　所 受付時間 対象（市民） 定　員 検診料 申込受付開始

子 宮 頸 が ん 検 診 ２月９日㈫
２月24日㈬

な ん ご く
産 婦 人 科

14：00、14：30
15：00、15：30
16：00

20歳以上の女性
（前年度未受診者）

20人
（１日に

つき）
800円
（※） １月８日㈮

特定・後期高齢者健診 １月22日㈮

保 健 福 祉
セ ン タ ー

９：30～11：00
13：30～15：00 40歳以上

なし 無料 申込不要乳
幼
児
健
診

４ カ 月 児 健 診 １月28日㈭

12：45～14：00 全 地 区10 カ 月 児 健 診 １月21日㈭
１歳６カ月児健診 １月７日㈭
３歳４カ月児健診 １月14日㈭

愛 の 献 血
１月13日㈬ ㈱アスティス

高知支店 ９：00～10：00
17～69歳 皆さまのご協力を

お願いします。　
１月20日㈬ 南国市役所 ９：30～12：00

13：00～16：00

日 曜 当　番　医 電話
１／1 金 鍋 島 医 院（国　分） 862－0030

2 土 たかはし内科小児科（緑ヶ丘） 865－5680
3 日 し ば た 整 形 外 科（大埇甲） 864－3412

10 日 小 栗 医 院（十　市） 865－8405
11 月 岡 豊 病 院（岡豊町） 866－2345
17 日 南 国 病 院（大埇甲） 864－3137
24 日 いちはら内科小児科（大埇甲） 863－3915
31 日 藤 原 病 院（大埇乙） 863－1212

2／7 日 南 国 中 央 病 院（後免町） 864－0001

☆ 休日在宅医（変更する場合があります）

※当番医療機関では、専門外の疾病は十分診察で
きない場合があります。

※次の①～⑤に該当する方は、検診料が無料です。
　①平成27年度に40歳・50歳となる方
　②平成27年度に70歳以上となる方
　③生活保護世帯の方

④身体障害者手帳・療育手帳・精神障害者保健福祉手帳を
お持ちの方（検診料のお支払い時に手帳の提示が必要です）

⑤平成27年度クーポン券対象者

■日時／２月21日㈰　12：30～16：00
■場所／総合あんしんセンター３階
　　　（高知市丸ノ内１－７－４５）
■内容

▼基調講演／「健口で生き活き」を目指して・・・
　講師／矢納義高（花王（株）パーソナルヘルス
　ケア研究所第１研究室室長）

▼特別講演Ⅰ／ママと赤ちゃんの健口のために
　講師／笹部衣里
　（高知大学医学部歯科口腔外科学講座講師）

▼特別講演Ⅱ／赤ちゃんの健幸は、健口から
　講師／渡邊理史
　（高知大学医学部産科婦人科学講座特任助教）

▼歯科相談／口臭測定コーナーあり
■参加費／無料（申込み不要）
■問い合わせ
　高知県歯科医師会事務局　☎８２４－３４００

「健口で生き活き」を目指して・・・
～歯周病予防におけるワンポイントアドバイス～

第3回 健口フォーラム

　ワクチン接種後に何らかの症状が生じ、医療機関
を受診した方は、接種との関連性が認定されると、
医療費・医療手当が支給される場合があります。
　認定を受けるためには、独立行政法人医薬品医療
機器総合機構（ＰＭＤＡ）に請求する必要がありま
すが、支給対象となるのは、請求した日から遡って
５年以内に受けた医療に限られていますので、至急
請求いただきますようお願いいたします。
　具体的な請求方法、必要書類、請求書類の様式や
その記載方法などについては、以下のＰＭＤＡの相
談窓口にお問い合わせください。

■相談窓口
　独立行政法人医薬品医療機器総合機構
　救済制度相談窓口
　☎０１２０－１４９－９３１（フリーダイヤル）
※ＩＰ電話などで上記ダイヤルが利用できない場合
　☎０３－３５０６－９４１１（有料）
■受付時間／９時～17時
※土・日曜日、祝日、年末年始を除く

～大切なお知らせ～
南国市が実施した
　　　子宮頸がん予防ワクチン　
　　　ヒブワクチン　　　　　　　の接種を
　　　小児用肺炎球菌ワクチン
　　　　　平成25年３月31日までに受けた方へ

〕〔



交流人口 市 　の 　統　計

あ
と

が

き

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
こ
の
冬
は
暖
冬
の

予
想
で
す
が
、
や
は
り
冬
は
寒

い
で
す
ね
。
お
互
い
に
体
調
管

理
に
は
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
！

「
一
年
の
計
は
元
旦
に
あ
り
」

と
い
い
ま
す
が
、
皆
さ
ん
は
ど

ん
な
お
正
月
を
迎
え
て
い
ま
す

か
？
私
は
、
今
年
こ
そ
早
め
に

計
画
を
立
て
て
日
々
の
生
活
を

充
実
さ
せ
た
い
で
す
（
ほ
ぼ
毎

年
計
画
倒
れ
…
）。　　
　
（
Ｍ
）

面　積　 125.30㎢
人　口　 48,298人（＋ 14）
　男　　 23,033人（＋ 12）
　女　　 25,265人（＋　2）
世帯数　 21,955世帯（－　4）

　内　外国人数 235人（－　6）
　　　　男　　 120人（－　1）
　　　　女　　 115人（－　5）
　登 録 国 籍 数　　25カ国

　　　　（　）内は前月比    　 《平成27年11月30日現在》
出生数　 34人〔 男  20人・女  14人 〕 　《11月分》

有権者数《平成27年12月９日現在》
　　　　　　　　　39,337人〔男  18,313人 ・ 女  21,024人〕

高知自動車道
南国I.C.

入　125,370台
出　124,915台

高知龍馬空港
出発　60,853人
到着　60,956人

《11月分》

「広報なんこく」は、地区連絡員さんたちのご協力で皆さんの家庭にお届けしています。
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　このコーナーへの応募は、写真
と赤ちゃんの名前（ふりがな）・
性別・住所・生年月日・電話番号
・コメントを添え、南国市企画課
「こんにちは赤ちゃん」係まで、
封書でお送りください。
＊２歳の誕生日までの赤ちゃん（応
　募時）に限らせていただきます。

　

２
０
１
４
年
９
月
、
ア
フ

リ
カ
の
ケ
ニ
ア
共
和
国
か
ら

来
て
、
高
知
大
学
農
学
部
修

士
課
程
に
入
学
し
ま
し
た
。

　

生
ま
れ
は
首
都
ナ
イ
ロ
ビ

の
北
東
約
40
㎞
に
あ
る
テ
ィ

ー
カ
か
ら
、
さ
ら
に
北
西
約

40
㎞
に
あ
る
ダ
ッ
カ
イ
ニ
と

い
う
小
さ
な
村
で
す
。
そ
こ

で
８
年
間
の
初
等
教
育
を
受

け
、
次
の
中
等
教
育
４
年
間

は
ギ
チ
ュ
ル
の
全
寮
制
の
学

校
で
、
大
学
は
、
ナ
イ
ロ
ビ

の
近
く
に
あ
る
大
学
に
通
い

ま
し
た
。

　

大
学
で
の
専
門
は
農
業
工

学
で
、
２
０
０
７
年
か
ら
ケ

ニ
ア
技
術
教
員
大
学
の
教
師

を
し
て
お
り
、
帰
国
し
た
ら

復
職
し
ま
す
。

　

高
知
大
学
で
は
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
研
究
を
し
て

い
ま
す
。
あ
な
た
た
ち
の
家

に
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
は
あ
り

ま
す
か
？
ど
う
し
て
各
家
庭

に
設
置
し
な
い
の
で
し
ょ
う
。

「
高
価
だ
か
ら
」
で
す
か
？

実
際
に
災
害
が
起
き
た
時
に
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
復
旧
に
か
か

る
費
用
と
比
較
し
て
み
て
く

だ
さ
い
。
太
陽
・
風
・
波
・

水
な
ど
の
自
然
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
も
っ
と
利
用
し
ま
し
ょ

う
。
日
本
は
ケ
ニ
ア
よ
り
も

設
置
す
る
経
済
的
余
裕
が
あ

る
と
思
い
ま
す
。
必
要
と
感

じ
た
と
き
が
、
準
備
を
す
る

と
き
で
す
。

　

ケ
ニ
ア
に
は
カ
ウ
ン
テ
ィ

と
い
う
、
日
本
の
県
に
当
た

る
行
政
区
が
47
あ
り
、
ち
ょ

う
ど
日
本
の
都
道
府
県
の
数

と
同
じ
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
で

違
う
言
語
を
使
っ
て
い
る
た

め
、
公
用
語

と
し
て
ス
ワ

ヒ
リ
語
と
英

語
を
、
幼
稚

園
か
ら
教
え

て
い
ま
す
。

ジェフリー　エリジャ　ムワンギ さん
（ケニア共和国）

高知大学農学部留学生

240
）））再生可能エネルギーを！ ）））

佐
さ

藤
とう

　有
あり

咲
さ

  ちゃん　　
平成26年６月15日生まれ

いつもたくさんの笑顔をありがとう。
これからも元気で大きくなってね。

 山
やまおか

岡　夕
ゆ

桜
ら

  ちゃん
平成26年12月22日生まれ

いつもかわいい笑顔をありがとう♥
夕桜はパパとママの宝物！
これからも元気にすくすく育ってね。

ケニア共和国ケニア共和国

ダッカイニダッカイニ


